


















りを保つ 【解決のための支援】 があった。 さらに【関係者との連携】 では、 小学校との連絡会を利用して
入学前から中学校での受け入れ態勢を整えたり、障害や不適応症状に応じた支援に直結する情報を共有し
たりすることで、 支援スタッフが相互に連携して一体的な対応を行うこと （行動連携） ができるような活
動を展開していた。
キーワード：中学校、 発達障害、 保健室利用、 養護教諭
１． はじめに
保健室を利用する子どもたちは、身体面だけで




































































































とめた。 性別は男子４名、 女子２名、 保健室来室
時の主訴は頭痛、腹痛、過呼吸等の心身症、休憩
時間の居場所がない、 パニックであった。 保健室
の利用方法は保健室登校 （生徒Ａ、 Ｂ、 Ｃ） と保
健室頻回来室 （生徒Ｄ、 Ｅ、 Ｆ） が各３例である。
障害名は全員が広汎性発達障害（内４名はアスペ




























事例（性） 生徒Ａ（男） 生徒Ｂ（女） 生徒Ｃ（女） 生徒Ｄ（男） 生徒Ｅ（男） 生徒Ｆ（男）
主訴 心身症（頭痛） 心身症（不定愁訴） 心身症（腹痛） 休憩時間の居場所がない パニック（大声） 心身症（過呼吸）
保健室利用
の方法








































































































































沿って１７のカテゴリが得られた。 文中の 【 】 は
コアカテゴリ、 〈 〉 は今回の分析で導いたカテ
ゴリ、 「 」 はコード、 『 』 は直接語られた言
葉を示す。 以下、 コアカテゴリ別に結果を述べる。































































































































































































































































援】 として行う、 【関係者との連携】 において、
表４ 支援結果









































































とに心血を注いでいた。 結果として 『だから、 あ
の、 ほんとなら頭ごなしに叱るようなタイプの先
生も、 そこはぐっとこらえて、 プラスの発言はで
きなくても少なくともマイナスの発言はしないこ
とが効果的であることをしつこいほど揺りこむ』
策をとり続けることで、 対象生徒の特質に応じた
「特別扱いをよしとする」組織風土が醸成されて
いったという。 これらは、 個別の支援を行いなが
ら全校生徒や学年組織・教職員、担任、校内外の
支援スタッフと垣根なくかかわる学校保健経営を
行う養護教諭の立場だからこそできた実践である。
養護教諭が行った点と点の組織を線でつないでゆ
く実践は発達障害の二次障害として保健室を利用
する生徒にとって不可欠な支援であるといえる。
Ｗ． まとめ
本研究より、 以下の結果を得た。
１．研究協力者の養護教諭が１年間にかかわりを
もった発達障害のある保健室利用生徒は６名で、
全員が対人関係に困難を抱える広汎性発達障害
であった。
２． 保健室の利用方法には、 学校にいるときは主
として保健室で過ごす 「保健室登校」 とパニッ
クの予防・クールダウンといった情緒コントロ
ールのために保健室を活用する「保健室頻回利
用」 があった。
３． 養護教諭の支援には、 以下の４点があった。
１）保健室での丁寧な【心身の観察】を通して、
　
発達障害の特徴や個別性などの情報を蓄積し、
スクリーニングする。
２） 蓄積した情報をもとに、 支援される側の生
徒の困難感だけではなく支援する側の保護者、
担任・学年組織、関係学校種の【問題背景の
分析】 した上で、 支援方針を立てる。
３）生徒への直接的な養護・教育的支援と学級
とのつながりを保つ後方支援を 【解決のため
の支援】 として行う。
４）【関係者との連携】において、小学校との
連絡会を利用して入学前から中学校での受け
入れ態勢を整えたり、障害や不適応症状に応
じた個別支援を受けることができたりするよ
うに支援スタッフの情報や行動連携を促進す
る。
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